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今
回
は
「
植
生
復
元
活
動
」
に
つ
い
て
、
当
財
団

が
今
年
度
取
り
組
ん
だ
事
業
及
び
受
託
事
業
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

多
く
の
人
が
湿
原
を
歩
く
こ
と
で
、
植
物
が
踏
み

付
け
ら
れ
て
い
く
と
、
植
物
は
生
え
な
く
な
り
、
や

が
て
泥
炭
が
む
き
出
し
と
な
り
、
乾
燥
が
進
み
裸
地

化
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
為
的
な
荒
廃
に
よ
り
、

植
物
が
生
育
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
と
こ
ろ
を
、

人
の
手
に
よ
り
植
物
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
が

植
生
復
元
な
の
で
す
。

燧
ヶ
岳(

熊
沢
田
代)

（
環
境
省
受
託
事
業
）

山
頂
北
側
に
広
が
る
傾
斜
湿
原
が
作
業
地
で
、
こ

こ
も
人
の
踏
み
込
み
や
雨
水
・
融
雪
水
に
よ
り
一
部

が
裸
地
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
で
の
植
生
復
元

作
業
は
４
年
目
と
な
り
ま
す
。
専
門
家
の
意
見
や
こ

れ
ま
で
の
作
業
結
果
を
踏
ま
え
、
尾
瀬
内
で
も
場
所

が
違
え
ば
環
境
条
件
が
異
な
る
た
め
、
現
場
に
適
し

た
復
元
方
法
を
検
討
し
、作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
場
周
辺
に
自
生
す
る
植
物
の
種
子
を
播
く
こ
と

（
播
種
）
で
植
生
の
回
復
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
前

述
の
通
り
傾
斜
地
で
あ
る
た
め
、
種
子
の
流
失
が
懸

念
さ
れ
る
箇
所
で
は
、
泥
と
種
子
を
混
ぜ
あ
わ
せ
団

子
状
に
し
た
も
の
（
泥
団
子
と
呼
ん
で
い
ま
す
）
を

裸
地
部
に
埋
め
込
む
手
法
も
採
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
乾
燥
し
て
い
る
泥
炭
の
状
況
も
植
物
が
生

育
し
や
す
い
環
境
へ
と
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
水
分
を
含
む
こ
と
で
保
湿
効
果

を
発
揮
す
る
ネ
ッ
ト
を
敷
設
し
、
生
育
条
件
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト
は
黄
麻
（
ジ
ュ
ー

ト
）
製
の
生
分
解
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他
に
も
登
山
道
か
ら
の
流
水
等
に
よ
る
洗
掘

を
防
ぐ
た
め
に
、
水
の
流
れ
を
変
え
る
な
ど
の
制
水

措
置
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
裸
地
部
を

「
緑
化
」
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
で
、
そ
の
後
は
自
然

遷
移
に
よ
っ
て
最
終
的
に
辿
り
着
く
、
安
定
し
た
植

生
状
況
（
極
相
）
に
な
る
の
を
長
い
目
で
見
守
る
こ

と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

▲　敷設されたネットと網目の中の泥団子

▲　作業には丁寧さが不可欠、こちらは直播作業



至
仏
山

昭
和
41
年
か
ら
始
ま
っ
た
尾
瀬
の
植
生
復
元
は
、「
湿
原
の
復
元
」
と
い
う

世
界
的
に
も
類
を
見
な
い
苦
労
の
連
続
を
繰
り
返
し
、「
登
山
道
の
あ
り
方
や

復
元
」
と
い
う
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
年
間
２
万
人
を

超
え
る
登
山
者
が
訪
れ
る
至
仏
山
は
、
一
部
の
登
山
道
区
間
で
「
付
け
替
え
の

是
非
」
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
こ
で
は
尾
瀬
保
護
財
団
と

群
馬
県
が
取
り
組
ん
で
い
る
、「
至
仏
山
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
復
元
作
業
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

はるかな尾瀬 2011.３�

Ｄブロックはこんな所
①山ノ鼻と至仏山頂の中間
②標高約1,800m
③尾瀬ヶ原と燧ヶ岳が一望できる
好展望地

④かつてはお花畑の広がる雪田植生
⑤登山道整備は平成以後

↓
登山道が確定していないため、お
花畑への踏み込みが、地盤環境の
弱い雪田植生を急速に破壊。

水みち対策
右上:作業前
左下:作業後

横断排水
左上:作業前
右下:作業後

平成23年
いよいよ播種。そして・・・

当財団は今後も
尾瀬の復元に取組みます

緑化ネット敷設
（上:作業前、下:作業後）

土留柵の入替
（上:作業前、下:作業後）

平成22年

平成14年

平成２年

平成22年　至仏山Dブロック作業平面図



合
調
査
が
始
ま
っ
た
。
倉
沢
先
生
の
周
辺
に
群
が
っ

て
？
い
た
若
者
た
ち
に
声
を
か
け
て
チ
ー
ム
を
結

成
。
尾
瀬
ヶ
原
に
多
数
存
在
し
て
い
る
池
塘
の
調
査

研
究
を
通
じ
て
、
尾
瀬
ヶ
原
成
立
の
謎
を
解
明
し
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
池
塘
の
化
学
的
・
生
物

的
諸
性
状
の
記
載
、
遷
移
過
程
に
お
け
る
位
置
づ
け

な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
尾
瀬
ヶ
原
の
成
り
立
ち
を
知

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
は
、
各
地
の
湖
沼

な
ど
の
水
質
汚
染
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
尾
瀬
ヶ

原
で
も
、
山
小
屋
な
ど
か
ら
の
廃
水
に
よ
る
富
栄
養

化
が
話
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
も
っ
と
も
人
為
の

影
響
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
中
田
代
を
中
心
に
調

査
を
行
っ
た
。
第
１
次
総
合
調
査
か
ら
20
年
以
上
も

経
過
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
の
変
化
に
も
着
目

し
た
が
、
水
質
な
ど
の
化
学
的
要
因
に
つ
い
て
は
、

測
定
技
術
の
進
歩
が
著
し
く
、
直
接
の
比
較
は
不
可

能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
生
物
相
に
つ
い
て
は
、

比
較
可
能
と
云
う
こ
と
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
地

塘
に
つ
い
て
、
動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
底
生
動
物

に
つ
い
て
の
種
組
成
や
現
存
量
の
把
握
に
努
め
た
。

結
果
と
し
て
は
、
良
好
な
保
全
状
況
に
あ
る
と
い
え

る
。第

３
次
総
合
調
査
の
時
代
背
景
は
、
地
球
環
境
問

題
。
酸
性
雨
や
地
球
温
暖
化
現
象
が
注
目
さ
れ
た
。

中
田
代
の
最
高
地
点
に
位
置
し
、
天
水
の
み
で
涵
養

直
接
の
ご
指
導
を
受
け
た
。
１
階
下
の
化
学
の
研
究

室
に
は
西
條
八
束
先
生
も
お
ら
れ
た
。先
生
方
に
は
、

お
り
に
触
れ
て
、
尾
瀬
ヶ
原
の
こ
と
は
う
か
が
っ
て

い
た
が
、
不
勉
強
な
私
は
、
尾
瀬
ヶ
原
の
研
究
が
、

ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
当

時
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
青
森
・
八
甲

田
山
で
の
野
外
実
習
（
１
９
５
８
年
）
の
際
に
、
毛

無
岱
の
湿
原
に
座
り
込
ん
で
、
学
生
そ
っ
ち
の
け
で

厳
し
い
議
論
を
展
開
し
て
い
た
先
生
方
（
学
生
は
６

人
、
先
生
方
は
10
数
人
！
）
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。

尾
瀬
ヶ
原
を
実
際
に
訪
れ
て
、
ま
ず
、
思
い
出
し
た

の
は
そ
の
光
景
。
先
生
方
が
ご
活
躍
さ
れ
た
第
１
次

総
合
調
査
は
、
尾
瀬
ヶ
原
が
水
没
す
る
か
否
か
の
問

題
を
契
機
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
議
論
の
中

身
に
関
心
を
持
つ
べ
き
だ
っ
た
と
切
実
に
後
悔
し

た
。
お
名
前
を
挙
げ
た
先
生
方
に
は
、
今
は
も
う
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

も
う
お
一
人
、
第
１
次
総
合
調
査
に
加
わ
っ
て
お

ら
れ
た
の
が
倉
沢
秀
夫
先
生
。
倉
沢
先
生
は
、
宝
月

先
生
、
北
沢
先
生
と
と
も
に
、「
諏
訪
湖
研
究
」
グ

ル
ー
プ
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
尾
瀬
ヶ
原
の

調
査
に
も
加
わ
っ
て
お
ら
れ
、
尾
瀬
ヶ
原
調
査
の
さ

ま
ざ
ま
な
丸
秘
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

筆
者
は
、
１
９
７
６
年
、
倉
沢
先
生
に
呼
ん
で
い
た

だ
き
信
州
大
学
に
赴
任
し
、
間
も
な
く
、
第
２
次
総

はるかな尾瀬 2011.３�

斎
藤
晋
先
生
か
ら
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
よ
う

に
と
の
指
名
を
何
気
な
く
受
け
て
し
ま
い
、
今
、
猛

烈
に
後
悔
し
て
い
る
。
大
学
勤
め
の
終
わ
り
頃
、
そ

れ
ま
で
続
け
て
き
た
水
商
売
（
陸
水
生
態
学
）
か
ら
、

獣
道
（
ク
マ
の
保
護
管
理
）
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
い
、

尾
瀬
は
、
”は
る
か
な
“
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

大
学
勤
め
が
終
わ
っ
て
研
究
室
が
な
く
な
る
と
、
資

料
を
整
理
せ
ざ
る
を
得
ず
、
結
果
と
し
て
、
お
ぼ
ろ

げ
な
記
憶
に
た
よ
っ
た
思
い
出
話
し
か
で
き
な
い
こ

と
に
気
が
つ
い
た
次
第
。
リ
レ
ー
の
襷
を
つ
な
ぐ
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。

　
私
が
、
尾
瀬
に
通
っ
た
の
は
、”
尾
瀬
ヶ
原
総
合

学
術
調
査
研
究
“（
以
下
、
総
合
調
査
）
の
第
２

次
（
１
９
７
７
〜
７
９
年
）
と
第
３
次
（
１
９
９
４

〜
９
６
年
）。
学
生
時
代
に
在
籍
し
た
都
立
大
学
の

生
態
学
研
究
室
に
は
、
第
１
次
総
合
調
査
（
１
９
５

０
〜
５
２
年
）の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
宝
月
欣
二
先
生
、

北
沢
右
三
先
生
、そ
れ
に
大
島
康
行
先
生
が
お
ら
れ
、

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

「
総
合
学
術
調
査
と
池
塘
研
究
」

林
　
　
秀
剛



筆
者
紹
介

林
　
秀
剛
（
は
や
し
　
ひ
で
た
け
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
研
究
会
理
事

元
信
州
大
学
理
学
部
教
授

専
門
は
陸
水
生
態
学

著
書
は
「
川
と
湖
と
生
き
物
―
多
様
性
と
相
互
作
用

（
共
編
著
）」
な
ど

前
号
の
斎
藤
晋
氏
（
群
馬
県
立
女
子
大
学
名
誉
教

授
）
よ
り
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。

さ
れ
て
い
る
、
尾
瀬
ヶ
原
で
最
大
の
水
深
（
3.3
ｍ
）

を
も
つ
池
塘
No.
28
は
、貴
重
な
調
査
対
象
で
あ
っ
た
。

地
球
環
境
の
変
動
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
基

礎
的
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
心
が
け
た
。
さ
ら
に
、
尾

瀬
ヶ
原
の
起
源
と
変
遷
過
程
を
探
る
た
め
、
池
塘
内

で
の
堆
積
物
を
採
取
し
た
。
６
〜
10
ｍ
の
柱
状
試
料

採
取
に
成
功
し
、
珪
藻
殻
や
有
殻
ア
メ
ー
バ
の
分
析

に
よ
り
、
興
味
深
い
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

結
果
に
つ
い
て
は
、
分
析
を
さ
れ
た
、
村
上
哲
生
さ

ん
（
当
時
名
古
屋
市
環
境
研
究
所
、
現
在
は
名
古
屋

女
子
大
学
）
ご
本
人
に
リ
レ
ー
し
た
い
と
思
う
が
、

い
か
が
な
も
の
だ
ろ
う
か
？

最
後
に
、
倉
沢
先
生
は
、
昨
年
４
月
１
日
、
91
才

で
亡
く
な
ら
れ
た
。
も
う
、
あ
の
独
特
な
話
法
で
の

尾
瀬
ヶ
原
調
査
秘
話
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

はるかな尾瀬 2011.３�

▲岸からのサンプル採取は釣り竿を利用
（第３次総合調査、1997年）

▲池塘上での採水（第３次総合調査、1997年）



「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
橋
の

除
雪
を
行
い
ま
し
た
」

平
成
23
年
３
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で

の
日
程
で
除
雪
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

尾
瀬
の
冬
は
大
量
の
積
雪
が
あ
る
の
で

す
が
、
冬
の
始
め
は
積
雪
量
が
多
く
て

も
、
雪
が
締
ま
っ
て
な
い
の
で
、
大
き

な
影
響
は
な
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

３
月
頃
に
な
る
と
下
層
の
雪
が
締
ま
っ

て
き
て
重
く
な
る
の
で
、
毎
年
こ
の
季

節
に
除
雪
に
出
か
け
る
わ
け
で
す
。

今
回
は
管
理
の
た
め
の
特
別
な
許
可

を
も
ら
っ
て
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で
出
か

け
ま
し
た
。
３
月
８
日
は
朝
か
ら
と
て

も
良
い
天
気
。
雪
が
と
て
も
ま
ぶ
し
く

て
綺
麗
で
し
た
。
途
中
雪
が
と
て
も
柔

ら
か
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
無

事
に
山
ノ
鼻
に
到
着
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
の
屋
根
か
ら
は
、
大
き
な
雪
庇
が

垂
れ
下
が
っ
て
い
ま
し
た
。
例
年
の
同

じ
時
期
よ
り
は
雪
が
多
い
よ
う
で
す
。

早
速
除
雪
開
始
。
気
温
は
氷
点
下
な
の

に
汗
が
出
て
来
ま
す
。
そ
の
後
、
尾
瀬

ヶ
原
に
出
か
け
、
下
ノ
大
堀
川
橋

の
除
雪
や
各
施
設
の
点
検
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
と
き
も
雪
が
柔
ら

か
く
て
通
行
困
難
な
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
し
た
。

２
日
目
も
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

や
公
衆
ト
イ
レ
の
除
雪
を
行
い
ま

し
た
が
、
午
後
か
ら
は
激
し
く
雪

が
降
り
始
め
ま
し
た
。
明
日
下
山

で
き
る
か
ど
う
か
心
配
し
な
が
ら

も
、
夜
は
宴
…
。

３
日
目
は
早
朝
か
ら
ス
ノ
ー
モ

ー
ビ
ル
を
通
す
道
を
つ
け
る
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
昨
日
か
ら
の
雪

は
50
ｃ
ｍ
ほ
ど
積
も
っ
て
、
雪
が

ふ
か
ふ
か
で
す
。
道
を
つ
け
る
作

業
は
予
想
以
上
に
困
難
で
、
除
雪

隊
が
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
後
に

し
た
の
は
午
後
３
時
近
く
な
っ
て

か
ら
で
す
。
厳
冬
期
の
尾
瀬
は
、

私
た
ち
に
厳
し
い
表
情
を
見
せ
て

く
れ
た
よ
う
で
す
。
雪
解
け
の
季

節
が
と
て
も
恋
し
く
な
り
ま
し
た
。

現
地
情
報
�

尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
�

原
を
わ
た
る
風
だ
よ
り

山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り

山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
�

山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
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【
檜
枝
岐
事
務
所
の
雪
下
ろ
し
】

今
年
度
の
５
月
に
開
所
し
た
檜
枝
岐
事

務
所
（
檜
枝
岐
村
立
憩
い
の
家
、
シ
ー
ズ

ン
中
の
み
開
館
）
の
雪
下
ろ
し
作
業
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
地
元

の
若
手
集
団
「
楽
―
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
―
」
さ
ん

に
作
業
を
お
願
い
し
、
１
月
19
日
と
２
月

14
日
に
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

手
際
の
良
さ
に
感
心
し
つ
つ
も
、
雪
国

な
ら
で
は
の
大
変
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

▲１月19日の作業の様子

▲例年どおり雪で埋もれた鳩待峠ボランティア詰所

▲雪の燧ヶ岳を背景に橋の除雪 ▲大きく張り出た雪庇と格闘
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公
衆
ト
イ
レ
・
キ
ャ
ン
プ
場

１
　
見
晴
公
衆
ト
イ
レ
と
下
田
代
キ
ャ
ン
プ
場

環
境
省
で
は
、
合
併
浄
化
槽
に
亀
裂
が
入
り
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
見
晴
公
衆
ト
イ
レ
を
工
事
し
ま
す
。
工

事
期
間
中
は
仮
設
ト
イ
レ
10
基
を
設
置
し
ま
す
。ま
た
、

そ
の
工
事
の
影
響
で
、
平
成
23
年
シ
ー
ズ
ン
は
下
田
代

(

見
晴
）
キ
ャ
ン
プ
場
が
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

２
　
田
代
山
公
衆
ト
イ
レ

田
代
山
湿
原
（
山
頂
）
の
公
衆
ト
イ
レ
は
工
事
の
た

め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
猿
倉
登
山
口
と
馬
坂
峠
登
山
口

の
公
衆
ト
イ
レ
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入
山

前
に
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
る
と
と
も
に
、
携
帯
ト
イ
レ
の

携
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

尾
瀬
認
定
ガ
イ
ド

尾
瀬
の
自
然
の
魅
力
、
貴
重
さ
、
自
然
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
え
、
安
全
管
理
や
行
程
管
理
が
で
き
る

尾
瀬
認
定
ガ
イ
ド
を
環
境
教
育
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
に
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

[

登
録
者
数]

・
尾
瀬
自
然
ガ
イ
ド
　
２
１
６
名

・
尾
瀬
登
山
ガ
イ
ド
　
39
名

（
平
成
23
年
３
月
末
現
在
）

至
仏
山

植
生
保
護
の
観
点
よ
り
、
例
年
実
施
し
て
い
る
残
雪

期
の
登
山
道
閉
鎖
に
つ
い
て
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
閉

鎖
期
間
が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

〈
登
山
道
閉
鎖
期
間
〉

５
月
７
日
〜
６
月
30
日

そ
の
他
に
も
、
至
仏
山
に
は
、
植
生
保
護
及
び
安
全

上
の
観
点
よ
り
様
々
な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
、
尾
瀬
保
護

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

交
通
規
制

交
通
規
制
は
、
鳩
待
峠
・
沼
山
峠
と
も
平
成
22
年
度

と
同
程
度
の
内
容
で
す
。（
詳
細
は
、
尾
瀬
保
護
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

フ
ィ
ー
ル
ド
講
座
の
開
催

尾
瀬
保
護
財
団
で
は
、
今
年
も
「
尾
瀬
を
知
る
」
フ

ィ
ー
ル
ド
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
尾
瀬
の
隠
さ
れ
た
魅

力
を
発
見
し
、
よ
り
充
実
し
て
尾
瀬
を
感
じ
る
た
め
に

も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
詳
細
は
、
尾
瀬
保
護
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
４
月
頃
に
掲
載
し
ま
す
）。

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

１
　
山
ノ
鼻
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設
置

シ
ー
ズ
ン
中
、
山
ノ
鼻
地
区
の
ラ
イ
ブ
映
像
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

２
　
携
帯
サ
イ
ト
の
開
設

「
今
朝
の
山
ノ
鼻
」
を
含
む
各
種
お
知
ら
せ
や
ラ
イ

ブ
映
像
な
ど
を
配
信
し
ま
す
。

U
R
L
:h
ttp
://w

w
w
.o
ze

fn
d
.o
r.jp
/m
a
in
/m
o
b
ile
/

o
ze
m
o
b
ile
.h
tm
l

尾
瀬
山
開
き

開
催
日
時：

５
月
24
日
（
火
）

開
催
場
所：

福
島
県
檜
枝
岐
村
御
池
駐
車
場

※
こ
の
山
開
き
は
セ
レ
モ
ニ
ー
で
あ
り
、
周
辺
道
路

の
冬
期
閉
鎖
が
解
除
さ
れ
る
の
は
４
月
下
旬
頃
で

す
。
春
先
の
入
山
に
は
十
分
な
装
備
を
整
え
て
く

だ
さ
い
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
開
所

○
山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

５
月
15
日
（
日
）【
予
定
】

○
尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

５
月
１
日
（
日
）【
予
定
】
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［ガイドさんへの質問］ Q１　尾瀬の楽しみ方、Q2 オススメの尾瀬スポット、Q3 尾瀬歩きに便利な道具・装備
Q４　思い出のエピソード、Q5 今後の抱負・目標

■連載コラム 認定ガイドがススメる とっておきの尾瀬
その７　楽しかった～！また来たい！〈藤堂光樹（尾瀬自然ガイド）〉

（尾瀬の自然案内人　Tel 0466-33-5360 ）

A1
「
時
に
は
過
去
へ
、
時
に
は
未
来

へ
、
時
間
を
旅
し
て
楽
し
む
こ
と
で

す
」。
見
晴
か
ら
尾
瀬
沼
方
面
へ
少
し

登
っ
た
辺
り
に
『
大
正
元
年
　
星
』
と

刻
ま
れ
た
ブ
ナ
が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら

１
０
０
年
前
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
て
、
星
さ
ん
の
暮
ら
し
や
こ
こ
に

来
た
目
的
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
こ
れ
を

記
し
た
の
か
？
そ
の
時
代
に
そ
こ
は
ブ

ナ
の
森
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
人
が
全

く
手
を
入
れ
な
く
て
も
自
然
は
変
化
し

ま
す
。
今
の
姿
か
ら
過
去
や
未
来
の
尾

瀬
を
想
像
す
る
と
、
尾
瀬
歩
き
が
数
倍

楽
し
く
な
り
ま
す
。

A2

尾
瀬
沼
の
ほ
と
り
に
点
在
す
る

小
さ
な
湿
原
で
、
何
も
考
え
ず
に
過
ご

す
の
が
お
す
す
め
。
オ
コ
ジ
ョ
の
発
見

例
が
多
い
の
も
こ
の
辺
り
で
す
。
ワ
タ

ス
ゲ
が
大
好
き
な
の
で
、
６
月
下
旬
か

ら
７
月
中
旬
の
季
節
も
お
す
す
め
で

す
。
梅
雨
時
で
ハ
イ
カ
ー
も
ま
ば
ら
な

静
か
な
湿
原
を
、
小
さ
な
高
山
植
物
が

彩
っ
て
く
れ
ま
す
。
静
寂
な
時
が
流
れ

る
尾
瀬
の
自
然
と
暮
ら
す
人
々
、
い
つ

も
と
違
っ
た
景
色
や
人
に
出
会
え
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

A3
「
ポ
イ
ズ
ン
リ
ム
ー
バ
ー
」
で
す
。

尾
瀬
で
ハ
チ
や
ヘ
ビ
の
被
害
は
あ
ま
り

聞
き
ま
せ
ん
が
、
ブ
ヨ
に
刺
さ
れ
た
方

は
多
い
の
で
は
？
強
烈
な
か
ゆ
み
と
腫

れ
が
起
こ
り
、
悪
化
す
る
と
発
熱
・
歩

行
困
難
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
刺

さ
れ
て
か
ら
２
分
以
内
に
吸
引
す
る

と
、
症
状
を
軽
減
で
き
ま
す
（
個
人
差

あ
り
）。
あ
く
ま
で
も
応
急
処
置
な
の

で
、
下
山
後
に
病
院
へ
行
く
こ
と
は
お

忘
れ
な
く
！

A4

当
時
３
歳
半
と
２
歳
の
息
子
を
初

め
て
尾
瀬
に
連
れ
て
き
た
時
の
こ
と
。

秋
の
鳩
待
峠
〜
牛
首
の
往
復
で
、「
と
な

り
の
ト
ト
ロ
」
の
世
界
だ
っ
た
ど
ん
ぐ

り
が
空
か
ら
降
っ
て
き
た
こ
と
、
ど
ん

ぐ
り
が
茶
色
で
な
く
鮮
や
か
な
緑
色
を

し
て
い
た
こ
と
、
葉
っ
ぱ
が
ぬ
れ
る
と

綺
麗
な
こ
と
、
き
の
こ
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
、
見
る
も
の
全
て
が
驚
き
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
あ
れ
か
ら
３
年
、
息
子
た

ち
は
尾
瀬
を
好
き
に
な
り
、
今
で
は
「
夏

の
思
い
出
」を
口
ず
さ
ん
で
く
れ
ま
す
。

A5
「
楽
し
か
っ
た
〜
！
ま
た
来
た

い
！
」尾
瀬
ガ
イ
ド
に
な
っ
て
10
数
年
、

色
々
な
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
行
き
着
い
た
の
は
こ
の
ひ
と

言
。
ガ
イ
ド
の
目
的
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ

と
思
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
に
自
然
保
護

を
訴
え
た
り
、
植
物
を
詳
し
く
説
明
し

て
も
、「
楽
し
か
っ
た
〜
！
ま
た
来
た

い
！
」
と
、
感
じ
て
い
た
だ
け
な
い
と

全
て
の
つ
な
が
り
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

ど
ん
な
時

で
も
こ
の

ひ
と
言
を

言
わ
れ
る

よ
う
な
ガ

イ
ド
を
目

指
し
て
い

き
た
い
と

思
っ
て
い

ま
す
。

その８　尾瀬を楽しむ10ヶ条　〈長内覚（尾瀬自然ガイド・尾瀬登山ガイド）〉
(尾瀬ガイドツアーズネット　Tel 0241-65-1755 URL http://www.aizu-ns.net/ns/）

A1

10
項
目
で
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

①
ガ
イ
ド
を
依
頼
（
安
全
に
楽
し
い
話

が
聞
け
ま
す
）、
②
デ
ジ
カ
メ
で
撮
影

（
記
念
に
な
る
し
、
分
か
ら
な
い
お
花

の
名
前
を
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー（
Ｖ
Ｃ
）

で
聞
く
の
に
便
利
）、
③
に
お
い
を
か

ぐ
（
印
象
・
記
憶
に
残
り
ま
す
）、
④

気
に
入
っ
た
場
所
で
何
か
食
べ
る
、
⑤

交
流
す
る
（
山
小
屋
、
ガ
イ
ド
な
ど
）、

⑥
出
来
る
だ
け
の
ん
び
り
（
歩
い
た
距

離
の
達
成
感
は
捨
て
ま
し
ょ
う
）、
⑦

Ｖ
Ｃ
で
質
問
し
ま
く
る
（
疑
問
や
知
り

た
い
事
に
答
え
て
く
れ
ま
す
）、
⑧
気

の
合
う
仲
間
と
歩
く
、
⑨
気
に
入
っ
た

場
所
で
お
し
ゃ
べ
り
（
楽
し
く
な
り
ま

す
）、
⑩
テ
ー
マ
を
絞
り
込
む
（
お
花
、

エ
コ
、
生
態
系
、
癒
し
、
健
康
な
ど
）

A2

私
の
ベ
ス
ト
５
は
、「
中
田
代
（
至

仏
山
と
燧
ヶ
岳
が
両
方
見
え
る
）」、「
沼

尻
休
憩
所
（
尾
瀬
沼
の
水
面
の
輝
き
が

美
し
く
理
由
も
な
く
落
ち
着
く
）
」
、

「
下
田
代
（
３
６
０
度
の
広
大
な
尾
瀬

を
楽
し
め
る
）」、「
元
長
蔵
小
屋
付
近

の
テ
ラ
ス
（
人
が
少
な
く
落
ち
着
く
癒

し
の
場
）」、「
大
清
水
平
（
さ
さ
い
な

事
を
忘
れ
る
ほ
ど
雄
大
）」
で
す
。

A3

私
の
お
役
立
ち
10
ア
イ
テ
ム
は
、

「
植
物
図
鑑
」、「
デ
ジ
カ
メ
」、「
空
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
（
お
い
し
い
お
水
を
お
土

産
に
）」、「
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
（
暗
く
な

っ
て
も
安
心
、
山
小
屋
で
便
利
）
」
、

「
本
（
山
小
屋
で
読
書
で
き
る
）」、「
圧

縮
袋
（
ゴ
ミ
、
濡
ら
し
た
く
な
い
も
の

等
々
）」、「
伸
縮
性
テ
ー
プ
（
膝
痛
で

貼
れ
る
、登
山
靴
の
修
理
に
も
便
利
）」、

「
マ
ッ
プ
（
先
の
見
え
な
い
部
分
が
イ

メ
ー
ジ
出
来
る
）」、「
携
帯
予
備
電
池

（
電
力
を
消
費
し
や
す
く
、
な
く
な
る

事
が
多
い
か
ら
）」、「
小
銭
（
ト
イ
レ

で
必
要
）」
で
す
。

A4

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
御
池
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
木
道
に
身
障
者
の
お
客

様
を
案
内
し
た
こ
と
や
、
尾
瀬
沼
に
落

ち
た
親
子
を
救
出
し
て
感
謝
さ
れ
た
こ

と
が
ガ
イ
ド
を
や
っ
て
い
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
ね
。
一
方
で
強
風
の
登
山
道
で

枝
が
落
ち
て
き
た
り
、
残
雪
期
の
濃
霧

で
ビ
バ
ー
ク
し
て
助
か
っ
た
事
な
ど
個

人
的
な
登
山
中
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
思
い

出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

A5

尾
瀬
認
定
ガ
イ
ド
協
議
会
の
認

定
審
査
委
員
長
な
の
で
、
優
秀
な
ガ
イ

ド
育
成
と
認
定
ガ
イ
ド
の
自
立
や
活
用

の
促
進
を
図
り
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
お

客
様
に
「
安
全
に
尾
瀬
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
事
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
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▲調査の様子

日
本
で
も
屈
指
の
豪
雪
地
域
の
新
潟
県

魚
沼
市
。
そ
ん
な
魚
沼
で
湯
之
谷
商
工
会

が
、「
地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
事
業
の
一
環
と
し
て
「
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
体
験
ｉ
ｎ
ゆ
の
た
に
（
以
下
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
）」
を
開
催
し
て
地
域
の
魅
力
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

の
ガ
イ
ド
で
あ
る
奥
只
見
郷
ネ
イ
チ
ャ
ー

ガ
イ
ド
の
今
井
正
樹
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。銀

の
魚
沼
へ
よ
う
こ
そ

「
冬
の
魚
沼
エ
リ
ア
は
積
雪
が
多
く
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
知

ら
れ
て
い
な
い
雪
国
な
ら
で
は
の
魅
力
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
白

銀
の
世
界
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
ク
が
オ
ス
ス
メ

で
す
」
と
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
出
発
前
に
話
す

今
井
さ
ん
。

「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
実
際
に
体
験
し
た

こ
と
が
あ
る
人
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
魅
力
を
魚

沼
・
湯
之
谷
か
ら
広
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
道
具
の
特
徴
や
使
い
方
か

ら
案
内
し
ま
す
の
で
初
め
て
の
方
で
も
安

心
で
す
よ
」と
今
井
さ
ん
の
明
る
い
声
が
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
期
待

を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

ノ
ー
シ
ュ
ー
の
醍
醐
味

「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
魅
力
は
、

普
段
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
雪
景
色
に

出
会
え
る
こ
と
、
雪
上
に
残
さ
れ
た
動
物
た

ち
の
足
跡
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
か

ら
自
然
の
営
み
を
知
る
こ
と
な
ど
数
知
れ

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
ガ
イ
ド
付
き
の
ツ
ア
ー
で

あ
れ
ば
、安
全
安
心
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

ガ
イ
ド
に
よ
る
自
然
解
説
な
ど
格
段
に
楽

し
み
が
増
し
ま
す
ね
」
と
今
井
さ
ん
。

「
こ
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、
ス
キ
ー
場

を
活
用
し
て
い
て
、
リ
フ
ト
を
使
い
ス
キ

ー
場
の
上
か
ら
歩
き
始
め
ら
れ
る
の
で
、

周
辺
の
山
々
が
見
渡
せ
る
素
晴
ら
し
い
眺

望
を
気
軽
に
満
喫
で
き
ま
す
」
と
今
井
さ

ん
は
涸
沢
山(

標
高
６
３
３
ｍ
）
や
上
権

現
堂
山
（
標
高
９
８
７
ｍ
）
な
ど
周
囲
の

山
々
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
は
今
井
さ
ん
の
自
然
解
説
を
聞
き

な
が
ら
、
い
ざ
、
城
山
（
標
高
３
０
５
ｍ
）

山
頂
へ
！て

な
し
の
心

城
山
山
頂
に
到
着
す
る
と
、
魚
沼
丘
陵

と
魚
沼
の
街
並
み
が
一
望
で
き
、
そ
の
圧

倒
的
な
開
放
感
に
心
が
躍
り
ま
す
。

「
こ
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、
自
然
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
よ
り
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
”
楽
し
い
“

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
必
ず
コ
ー
ス

を
下
見
し
、
よ
り
安
全
に
、
楽
し
い
ガ
イ

ド
が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
た
り
、
お
も
て

な
し
の
心
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
今

井
さ
ん
。
参
加
者
の
多
く
は
初
め
て
の
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
で
し
た
が
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
終
了
後
の
笑
顔
が
、
ツ
ア
ー
の
満
足

感
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

■連載コラム 『スノーシューのすすめ』
尾瀬から学ぶスローライフ 取材協力＝湯之谷商工会

白

ス

も

▲城山山頂での今井さんのもてなしによるコーヒータイム（右）
▲ガイドツアーを存分に楽しみ笑顔の参加者の皆さん（左）

▲絶景の中を歩く（後方は涸沢山）

▲今井さんの自然解説に耳を傾ける

出
発
前
に
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の
使
用
方
法
を

紹
介
す
る
今
井
さ
ん

▲



物
の
宝
庫
･
･
･
」
と
記
し
て
い
る
。
財
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
カ
エ
ル
６
種
と
あ
る
が
、
私
の
記
録
で

は
尾
瀬
地
域
全
般
で

み
る
と
両
生
類
の
生

息
種
数
は
増
え
る
と

思
う
。
と
も
か
く
標

高
１
４
０
０
ｍ
に
も

な
る
地
域
に
多
く
の

種
が
生
息
す
る
こ
と

に
驚
き
で
あ
る
。
ち

な
み
に
群
馬
県
の
両

生
類
は
全
部
で
18

種
、
カ
エ
ル
は
13
種

で
あ
る
。

特
別
保
護
地
区
と

し
て
の
制
約
の
中
で

の
行
動
だ
が
、
尾
瀬

へ
来
ら
れ
る
人
達
は

見
・
聞
・
嗅
を
フ
ル

回
転
さ
せ
十
分
味
わ

っ
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。

はるかな尾瀬 2011.３�

私
が
尾
瀬
に
か
か
わ
っ
た
の
は
昭
和
30
年
夏
、
夏

休
み
を
利
用
し
て
動
物
調
査
を
兼
ね
て
出
か
け
た
の

が
最
初
で
あ
る
。
こ
の
時
は
大
清
水
か
ら
三
平
峠
越

え
で
尾
瀬
沼
へ
行
っ
た
。
以
後
、
戸
倉
〜
鳩
待
峠
経

由
で
出
か
け
る
こ
と
が
多
い
。
平
成
19
年
７
月
に
は

新
た
な
国
立
公
園
指
定
も
あ
り
田
代
山
・
帝
釈
山
を

歩
い
て
き
た
。
出
か
け
る
の
が
だ
ん
だ
ん
き
つ
く
な

っ
て
い
る
が
、
観
察
会
な
ど
で
仲
間
と
年
一
回
程
度

出
か
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

今
回
の
”
尾
瀬
好
日
”
で
は
尾
瀬
の
動
物
の
中

で
は
普
段
話
題
に
の
ぼ
り
に
く
い
両
生
類
に
つ
い

て
、
紙
面
の
許
さ
れ
る
中
で
記
し
て
み
よ
う
。

〈
そ
の
１
〉
ツ
チ
ガ
エ
ル
・
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

平
成
19
年
８
月
上
旬
、
数
人
の
メ
ン
バ
ー
で
観
察

に
出
か
け
た
。
山
ノ
鼻
を
過
ぎ
牛
首
分
岐
で
一
休
み

し
た
。
そ
の
時
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
近
く
の
土
の

上
を
指
し
て
「
あ
れ
、
カ
エ
ル
だ
」。
土
の
色
に
似

せ
て
殆
ど
目
立
た
な
い
一
匹
の
ツ
チ
ガ
エ
ル
だ
っ

た
。
カ
エ
ル
を
見
な
が
ら
小
声
で
生
態
な
ど
の
説
明

を
約
10
分
。
そ
の
間
、
カ
エ
ル
は
以
前
の
ま
ま
の
姿

で
じ
っ
と
し
て
い
た
。
話
し
終
わ
っ
て
皆
さ
ん
に
顔

を
戻
す
と
「
あ
、
逃
げ
た
」
と
い
う
声
。「
一
緒
に

話
を
聞
い
て
い
た
み
た
い
だ
ね
え
」
の
声
に
な
ご
や

か
な
気
分
が
ひ
ろ
が
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
の
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は
、
繁
殖

期
に
訪
れ
て
も
姿
は
お
ろ
か
特
徴
の
あ
る
泡
巣
（
卵

塊
の
こ
と
）
も
見
え
な
い
。
実
は
一
般
に
知
ら
れ
て

い
る
樹
上
産
卵
で
は
な
く
、
池
塘
周
辺
に
ひ
ろ
が
る

水
草
な
ど
に
泡
巣
を
つ
く
る
の
で
目
に
つ
き
に
く
い

の
で
あ
る
。

〈
そ
の
２
〉
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
（
以
下
ハ
コ
ネ
）

川
上
川
に
流
れ
込
む
小
さ
な
沢
に
は
時
折
ハ
コ
ネ

の
幼
生
（
こ
ど
も
）
を
観
察
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

幼
生
の
形
態
で
か
な
り
の
特
徴
と
さ
れ
る
の
は
、
黒

い
爪
を
持
つ
こ
と
だ
が
、
全
長
３
〜
４
ｃ
ｍ
の
小
さ

い
も
の
で
も
指
先
が
黒
く
見
え
る
。
拡
大
し
て
み
る

と
猛
禽
類
の
爪
の
よ
う
な
凄
ま
じ
い
形
を
し
て
い

る
。
渓
流
に
生
き
る
逞
し
さ
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
と
こ
ろ
が
田
代
山
の
帰
り
途
、
立
ち
寄
っ
た

売
店
で
成
体
（
親
）
の
干
物
が
袋
に
入
れ
て
売
ら
れ

て
い
た
。
昔
か
ら
子
供
の
夜
泣
き
薬
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
た
と
い
う
。
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
も
人
間
に
か

か
っ
て
は
い
か
ん
と
も
し
難
い
と
い
う
こ
と
か
。

Ｖ
ｏ
ｌ
・
11
の
本
欄
に
栗
田
氏
が
「
尾
瀬
は
動
植

▲田代山湿原（モリアオガエルの声が聞こえた）

群
馬
県
自
然
環
境
調
査

研
究
会

金
井
　
賢
一
郎

「
尾
瀬
の
両
生
類
あ
れ
こ
れ
」



初
め
て
の
入
山
口
啓
発
活
動
は
鳩
待
峠
で
参
加
し

ま
し
た
。
群
馬
県
内
を
は
じ
め
埼
玉
県
や
千
葉
県
か

ら
来
ら
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
い
ま
し
た
。
２

度
目
の
入
山
口
啓
発
活
動
は
、
ど
し
ゃ
降
り
の
鳩
待

峠
で
た
っ
た
一
人
で
行
い
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
の
暴

雨
は
、
や
が
て
山
ノ
鼻
周
辺
で
川
が
氾
濫
し
、
登
山

道
が
通
行
止
め
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
情
報
は

全
て
鳩
待
山
荘
か
ら
で
し
た
。
続
々
と
詰
め
か
け
る

入
山
者
に
お
ろ
お
ろ
と
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、
鳩

待
山
荘
の
方
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
な
ん
と
か

12
時
ま
で
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
究
見
本
園
は
、大
好
き
な
エ
リ
ア
の
一
つ
で
す
。

尾
瀬
の
風
や
匂
い
が
一
番
強
く
感
じ
ら
れ
る
様
な
気

が
し
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
研
修
を
３
日
間
に
わ
た
り
受
講
し

た
の
も
研
究
見
本
園
が
中
心
で
し
た
。
軽
井
沢
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ッ
キ
オ
を
代
表
す
る
桑
田
さ
ん
が
２
日

間
講
師
を
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
に
大

事
な
こ
と
は
、
ウ
エ
ル
カ
ム
と
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
テ
ー

マ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
研
究
見
本
園
で
の

ミ
ニ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
す
。
前
回
よ
り
、

今
回
、
今
回
よ
り
次
回
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
45
分
位
の
ツ
ア
ー
で
す
が
、
最
後
に
尾

瀬
の
ト
イ
レ
や
環
境
の
説
明
を
終
え
て
拍
手
を
頂
い

た
り
、
笑
顔
で
一
緒
に
写
真
に
収
ま
っ
た
り
、
再
会

を
約
束
し
た
り
と
、
楽
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

はるかな尾瀬 2011.３�

尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

宮
崎
　
重
雄
（
No.
８
９
５
）

「
残
雪
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
」

20
年
程
前
に
、
２
月
の
奥
日
光
、
温
泉
と
ス
キ
ー

の
集
い
に
山
仲
間
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
、
初
め
て
Ｘ

Ｃ
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
）
ス
キ
ー
を
履
き
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
も
春
山
が
好
き
で
、
八
ヶ
岳
や
尾
瀬
で
残

雪
と
春
の
陽
光
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
春
山
は
天

候
の
変
化
と
腐
れ
雪
と
の
格
闘
で
す
が
、
こ
の
Ｘ
Ｃ

ス
キ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
で
私
の
中
で
春
の
尾
瀬
が

変
わ
り
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
20
年
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
必
ず

尾
瀬
ヶ
原
と
尾
瀬
沼
を
結
ぶ
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
春
山

を
堪
能
し
て
い
ま
す
。
大
量
の
残
雪
は
、
木
道
を
埋

め
登
山
道
を
変
え
、
無
雪
期
に
は
不
可
能
な
ア
ン
グ

ル
で
、
私
を
ま
す
ま
す
「
圧
倒
の
尾
瀬
」
に
引
き
込

み
ま
し
た
。
暖
か
い
年
は
５
月
始
め
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ

ウ
や
雪
の
祠
の
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
、
寒
さ
厳
し
い
年
は
氷

点
下
20
℃
近
く
で
朝
日
に
輝
く
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス

ト
に
テ
ン
ト
が
包
ま
れ
た
り
と
年
々
の
変
化
を
感
じ

尾
瀬
の
奥
深
さ
に
魅
了
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
年
間
２
〜
３
日
の
入
山
が
10
日
く
ら
い

に
増
え
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
、
２
０
０
７
年

と
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
尾
瀬
ヶ
原
で
、
ク
マ
調

査
を
実
施
し
て
い
る
尾
瀬
保
護
財
団
の
ス
タ
ッ
フ
の

方
に
尾
瀬
の
ク
マ
の
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
り
、
活

動
に
興
味
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
０
７
年

の
夏
、
渋
沢
温
泉
か
ら
の
帰
り
の
山
ノ
鼻
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
２
０
０
８
年
か
ら
尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

ま
し
た
（
そ
の
方
は
60
代
の
穏
和
な
紳
士
で
、
お
名

前
を
伺
わ
な
か
っ
た
事
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
）。

▲残雪期にＸＣスキーで尾瀬を楽しむ



こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
の
た
め
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

●
第
15
回
尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
会
を
開
催
し

ま
し
た

15
回
目
の
尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
会
を
３
月
５
日
に

群
馬
県
前
橋
市

の
群
馬
県
民
会

館
ベ
イ
シ
ア
文

化
ホ
ー
ル
で
開

催
し
、
59
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。

総
会
に
先
立

っ
て
、
奥
只
見

郷
ネ
イ
チ
ャ
ー

ガ
イ
ド
の
桜
井

昭
吉
さ
ん
に
ご

講
演
を
い
た
だ

き
、「
魚
沼
か
ら
行
く
尾
瀬
の
歴
史
」
と
題
し
銀
採
掘

の
歴
史
や
秘
境
銀
山
平
開
拓
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生

活
か
ら
電
源
開
発
、
そ
し
て
尾
瀬
ル
ー
ト
の
歴
史
と
自

然
な
ど
、
本
当
に
貴
重
な
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 尾

瀬
ボ
ラ

尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ン
テ
ィ
ア
情
報
情
報�
尾
瀬
ボ
ラ

尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ン
テ
ィ
ア
情
報
情
報�
尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報�

総
会
で
は
、東
京
都
の
長
田
八
重
子
さ
ん
を
議
長
に
、

尾
瀬
保
護
財
団
か
ら
今
年
度
の
活
動
報
告
と
平
成
23
年

度
の
活
動
計

画
を
発
表
し

ま
し
た
。

総
会
後
は

交
流
会
を
行

い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん

と
ス
タ
ッ
フ

が
参
加
し
て

交
流
を
深
め

ま
し
た
。

○
平
成
23
年
度
尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
計
画

平
成
23
年
度
の
活
動
計
画
を
先
日
開
催
さ
れ
た
尾
瀬

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
会
で
発
表
し
ま
し
た
。
活
動
初
日
は

５
月
21
日(

土)
の
鳩
待
峠
と
沼
山
峠
で
、
10
月
23
日

(

日)

の
至
仏
山
東
面
登
山
道
の
柵
倒
し
ま
で
シ
ー
ズ
ン

を
通
し
て
現
地
で
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

活
動
計
画
は
こ
の
機
関
誌
に
同
封
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
活
動
計
画
の
詳
細
や
、

活
動
計
画
を
お
送
り
し
た
後
に
決
ま
っ
た
事
項
な
ど
に

つ
い
て
は
、
機
関
誌
や
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
に
随
時
掲
載
し
ま
す
。
積
極
的
な
ご

参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「尾瀬カードをご存知ですか？」�
尾瀬カードは信販会社が当財団と提携し、発行されている�
「クレジットカード」の名称です。�

　加入ご希望の方は、各クレジット会社あるいは尾瀬保護財団�
「尾瀬カード」担当までお問い合わせください。�
�

オリエントコーポレーション� セディナ�

このカードを利用されたこのカードを利用された
場合、利用額の場合、利用額の0.5%0.5%相
当額がカード会社から当当額がカード会社から当
財団へ寄付され、尾瀬の財団へ寄付され、尾瀬の
自然を守るための活動に自然を守るための活動に
使われます。一般的に使われます。一般的に�
“社会貢献カード社会貢献カード”と呼と呼
ばれています。ばれています。�

このカードを利用された
場合、利用額の0.5%相
当額がカード会社から当
財団へ寄付され、尾瀬の
自然を守るための活動に
使われます。一般的に�
“社会貢献カード”と呼
ばれています。�
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▲ご講演いただいた桜井さん

▲総会の議長をつとめた長田さんのあいさつ



○
第
15
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
わ
た
し
の
尾
瀬
」
写
真
展

大
阪
展
で
尾
瀬
を
紹
介

尾
瀬
の
魅
力
や
貴
重
さ
を
紹
介
す
る
た
め
の
「
わ

た
し
の
尾
瀬
」
写
真
展
を
２
月
19
日
か
ら
２
月
27
日

ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
ア
ト
リ
ウ
ム
で
開
催
し
ま

し
た
。

お
陰
様
で
「
わ
た
し
の
尾
瀬
」
写
真
展
は
今
回
で

15
回
目
を
迎
え
、
そ
の
記
念
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
開

催
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
関
西
地
区
で
開
催
し
た
も

の
で
す
。
開
催
期
間
中
は
週
末
を
中
心
に
、
尾
瀬
保

護
財
団
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
の
他
、

尾
瀬
関
係
者
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
や
ガ
ラ
ポ
ン

抽
選
会
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
多
く
の
来
場
者
に
、
尾

瀬
の
魅
力
は
も
ち
ら

ん
、
尾
瀬
周
辺
地
域
の

Ｐ
Ｒ
も
で
き
ま
し
た
。

○
第
12
回
尾
瀬
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

み
ん
な
の
尾
瀬
を
み
ん
な
で
考
え
る
た
め
に
、
平

成
22
年
12
月
17
日
に
第
12
回
尾
瀬
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
高

崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
は
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
）
が
日
本
で
開
催
さ
れ
た
年
で
し
た
の
で
”
尾
瀬

の
生
物
多
様
性
〜
貴
重
さ
・
魅
力
・
そ
の
保
全
“
を

開
催
テ
ー
マ
に
、
群
馬
県
尾
瀬
保
護
専
門
委
員
の
大

森
威
宏
先
生
に
「
尾
瀬
の
植
物
相
と
そ
の
成
り
立
ち
」

と
題
し
講
演
い
た
だ
き
、
続
い
て
環
境
省
の
速
水
香

奈
自
然
保
護
官
よ
り
尾
瀬
国
立
公
園
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ

対
策
の
経
過
と
現
状
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
の
尾
瀬
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
、
尾
瀬
が
持
つ
生

物
多
様
性
の
貴
重
さ
や
魅
力
を
再
認
識
し
、
ま
た
、

そ
れ
を
守
る
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ニ

ホ
ン
ジ
カ
対
策

へ
の
理
解
も
深

め
て
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

○
尾
瀬
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し
た

尾
瀬
の
利
活
用
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
尾
瀬
保
護
財
団
と
日
本
旅
行
業
協
会
は

尾
瀬
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
る
旅
行
会
社
や
出
版
社

を
対
象
に
、
平
成
22
年
12
月
20
日
に
東
京
都
で
、
平

成
23
年
２
月
21
日
に
大
阪
市
で
尾
瀬
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
尾
瀬
を
訪
れ
た
方
に
よ
り
充

実
し
た
自
然
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
尾
瀬

認
定
ガ
イ
ド
の
紹
介
や
尾
瀬
で
の
過
ご
し
方
の
提
案

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
１
年

シ
ー
ズ
ン
の
尾
瀬
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
ツ
ア
ー
企
画

や
冊
子
編
集
に
必
須
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
し
た
。

▲大森先生の講演のようす

はるかな尾瀬 2011.３�

▲尾瀬ガイダンス（東京会場）のようす

▲スライドトーク（上）とガラポン抽選会（下）のようす
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寄付のお願い�寄付のお願い�寄付のお願い�

尾瀬保護財団では広く寄付をお願いしております。尾瀬保護財団では広く寄付をお願いしております。�尾瀬保護財団では広く寄付をお願いしております。尾瀬保護財団では広く寄付をお願いしております。�尾瀬保護財団では広く寄付をお願いしております。�
当財団は、尾瀬において、利用者に対し自然への理解を深めるための解説活動や、適
正な利用に関する普及啓発を実施するとともに、各種の環境保全対策や施設の管理
運営等を実施し、尾瀬の優れた自然環境の保全に寄与したいと思っております。�

尾瀬保護財団から尾瀬保護財団からのお知らのお知らせ�尾瀬保護財団からのお知らせ�

◆企業・団体の皆様とより良いパートナーシップを築けるよう、下記の制度があります。
種　類

特別協賛寄付

協 賛 寄 付

条　　件 特　　典

３年に渡る毎年30万円以上の寄
付、または一時の100万円以上の
寄付

３年に渡る毎年10万円以上30万
円未満の寄付、または一時の30万
円以上100万円未満の寄付

①財団機関誌、財団ホームページに企業等名称、ロゴマーク、
メッセージを１年間掲載
②尾瀬国立公園ロゴマークの取扱要領に基づき使用申請がで
き、許可後は無償で１年間使用

①財団機関誌、財団ホームページに企業等名称を１年間掲載

■寄付につきましては、財団事務局（群馬県庁17階・027-220-4431）にご来訪いただくか、財団にご連絡の上、下
記口座にお振込をお願いいたします

特別協賛寄付者のご紹介特別協賛寄付者のご紹介�

協賛寄付者のご紹介�

特別協賛寄付者のご紹介�

その他の寄付者のご紹介�

※寄付日順、敬称略�

福島県 東邦銀行県庁支店 普通 1078095

福島銀行本店営業部 普通 0590088

大東銀行福島支店 普通 1287138

群馬県 群馬銀行県庁支店 普通 0515428

東和銀行本店営業部 普通 0975531

新潟県 第四銀行県庁支店 普通 1182791

北越銀行県庁支店 普通 0199366

大光銀行新潟支店 普通 0837334

ベイシアグループ ベイシアグループ様よりおよそ640万円のご寄付をいただきました。ベイシアグル
ープ様では、グリーン家電エコポイント及び住宅エコポイントの交換商品として商品券を提供しており、商品
券交換金額の一定割合を、環境保全等を行っている団体等に寄付する制度のもとにご寄付いただいたものです。
２回目（通算寄付総額　8,348,847円）

寄付者からのメッセージ：ベイシアグループは、「地域共生」を理念に自然環境保護にも積極的に取り組んで
います。今回の環境寄付に当たっては、当グループ発祥の地である群馬をはじめ、出店エリアの福島、新潟、
栃木に広がる貴重な自然「尾瀬国立公園」の環境保全と適正利用を推進している尾瀬保護財団を選定させてい
ただきました。群馬県が誇る豊かで美しい自然が、いつまでも多くの人々に楽しんでいただけることを、心よ
り期待いたします。

株式会社コメリ コメリ緑資金の会様より50万円のご寄付をいただきました。このご寄付は、ホームセ
ンターを展開している株式会社コメリ様が、利益の１％を緑の育成の為に社会還元する目的で設立されたコメ
リ緑資金様より助成金としていただいたものです。今回で２回目のご寄付になり、来年度もご寄付いただくこ
とになっています。 ２回目（通算寄付総額　1,000,000円）
寄付者からのメッセージ：「コメリ緑資金の会」は、日頃お世話になっている出店地域が美しい花や緑に囲ま
れ豊かであって欲しいと願い、平成2年より利益の１％を原資に助成活動を行なっています。尾瀬のかけがえ
のない自然遺産が、未来につながる次世代の子どもたちへと永遠に引き継がれることを願っています。

アサヒビール株式会社群馬支社 47都道府県において、アサヒスーパードライ缶、ビン１本あたり
１円を各都道府県の売上に応じて、環境関連等の団体に寄付するもので、平成22年春のキャンペーンに続く
第４弾キャンペーンより565万円余のご寄付をいただきました。 （通算寄付総額　20,377,574円）
寄付者からのメッセージ：アサヒビール(株)群馬支社では、地域との共生や社会貢献を目標に掲げ、2009年
春より、アサヒスーパードライ「うまい！を明日へ！プロジェクト“尾瀬の環境保全活動”」をスタート。売
上の一部を尾瀬保護財団へ寄付させていただいています。より多くの県民の皆様に主旨を知っていただき、ま
た、賛同いただくことで、県民の皆様とともに群馬県の環境保全を進めていきたいと考えています。群馬県の
子供たちの未来のために、お役立ていただけたら幸いです。

◆個人住民税の寄付金控除の対象に尾瀬保護財団が指定されました。
個人住民税の寄付金税制の拡充により、各都道府県・市区町村が条例で指定した法人に対する寄付が、住民税の

控除対象となるようになりました。尾瀬保護財団は下記の県・市・町から指定を受けています。（財団への寄付を行
った翌年１月１日にこれらの県・市・町にお住まいの個人が対象となります。）

福島県、群馬県にお住まいの寄付者 ： 個人県民税
福島県富岡町、群馬県前橋市、群馬県高崎市、群馬県桐生市にお住まいの方 ： 個人県民税と個人市民税・町民税

◆また、尾瀬保護財団は「特定公益増進法人」に指定されており、当財団への寄付は所得税・法人税の優遇措置を受
けることができます。
※なお、所得税、住民税控除の対象となる方には、領収書の送付時にご案内資料等をお送りしております。

2011年１月13日寄付

2011年２月７日寄付

2011年２月25日寄付
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編集後記■■■■■■■■■
お陰様で機関誌の編集担当、いや、編集長として３年目が終了しました。vol.5から今号まで12冊を発行する間、皆さんに楽しく読ん

でいただきたいとの想いから、いろいろ試行錯誤をしてきました。今後もみなさんと一緒にこの機関誌「はるかな尾瀬」を育てていけた
らなあと思っています。（小）

社団法人茶道裏千家淡交会　第43回関東地区大会の大会決議に基づき、尾瀬の自然保護のため役立ててほしい
と、50万円をご寄付いただきました。（初回寄付）

尾瀬の自然環境保護のため、52万円をご寄付いただきました。これは、販売されているエコ定期の残高の
0.01％相当額をご寄付いただいたものです。 （通算寄付総額　7,580,000円）

特別協賛寄付者のご紹介�

協賛寄付者のご紹介協賛寄付者のご紹介�協賛寄付者のご紹介�

その他の寄付者のご紹介�

※寄付日順、敬称略�

特別協賛寄付者のご紹介�

協賛寄付者のご紹介�

その他の寄付者のごその他の寄付者のご紹介紹介�その他の寄付者のご紹介�※敬称略�

2010年７月６日寄付

社団法人茶道裏千家淡交会
群馬県支部
2010年９月17日寄付

株式会社福島銀行
2010年７月５日寄付

吉田浩靖、小花光雄、鈴木輝夫、大全電機株式会社、セン・ミドル会、公孫会北魚支部、関本昇、片品山岳ガイド協会、尾瀬山小屋組合
群馬県電力関連産業労働組合総連合

○開催日 平成23年４月29日（金）〈昭和の日〉
○時　間 午前９時～午後４時
○会　場 新宿御苑（東京都新宿区内藤町11）
○内　容 ・尾瀬に関するパネル展示

・尾瀬国立公園クイズコーナー　など
○その他 入場無料（当日は新宿御苑が無料開放されます）

【渋谷展】
○開催期間 平成23年５月17日（火）～29日（日）

午前10時～午後６時（29日は午後４時まで）
○会　　場 ＮＨＫみんなの広場ふれあいホールギャラリー

（東京都渋谷区神南町２－２－１）
○そ の 他 入場無料

2011新宿御苑みどりフェスタに出展します 第15回NHK「わたしの尾瀬」写真展

株式会社第四銀行 今年度は70万円余りをご寄付いただきました。 （通算寄付総額　3,387,253円）
寄付者からのメッセージ：尾瀬の自然環境を後世まで末永く守り続けるため、今回の寄付金が有効に活用され
ることを期待しております。第四銀行はこれからも尾瀬の自然環境保護を支援すると共に、地域社会の発展に
貢献してまいります。

新潟証券株式会社 今年度は25万円余りをご寄付いただきました。 （通算寄付総額　1,202,792円）
寄付者からのメッセージ：尾瀬の自然環境を後世まで末永く守り続けるために今回の寄付金が有効に活用され
ることを期待しております。新潟証券は第四銀行グループとして、これからも尾瀬の自然環境保護を支援する
と共に、 地域社会の発展に貢献してまいります。

株式会社東邦銀行 今年度は122万円余りをご寄付いただきました。 （通算寄付総額　4,598,931円）
寄付者からのメッセージ：尾瀬の自然環境を後世まで末永く守り続けることを目的として、当ファンドの販
売・運用を通じて地域社会の発展に貢献するとともに、広く尾瀬の自然を愛する皆様と共に力を尽くしていく
所存であります。今後とも積極的にＣＳＲ（企業の社会的責任）を重視して取組んで参ります。

株式会社群馬銀行 今年度は115万円余りをご寄付いただきました。 (財団設立当初からの寄付を含め、
通算寄付総額　23,143,158円）
寄付者からのメッセージ：信託報酬の一部が尾瀬保護財団への寄付となる仕組みの投資信託を取扱っており、
多くのお客さまの善意の集大成を寄付させて頂きました。趣旨にご賛同頂き投資信託をご購入頂いた全てのお
客さまに深く感謝いたします。

ＤＩＡＭアセットマネジメント株式会社 今年度は333万円余りをご寄付いただきました。
(通算寄付総額　14,229,735円）
寄付者からのメッセージ：尾瀬の美しく貴重な自然を後世に受け継ぐために今回の寄付金が有効に活用され、
環境保全の一助となることを期待しております。DIAMはこれからも金融の仕組みを通じて、社会に貢献する
資産運用会社を目指します。

2010年８月23日寄付

2010年８月23日寄付

2010年６月11日寄付

2010年６月14日寄付

2010年６月11日寄付

尾 瀬 紀 行 尾瀬紀行（信託ファンド）で収受した信託報酬の一部として総額667万円余りをご寄付いただきました。
平成19年より今回が４回目のご寄付となります。 （通算寄付総額　28,459,469円）

エース株式会社 エース株式会社様より30万円のご寄付をいただきました。このご寄付は、2010年夏
より全国で販売している「アウトドアスポーツ」ブランドの売上の一部をご寄付いただいたものです。今回を
含め、今後３年間に渡りご寄付いただくことになっています。（初回寄付）
寄付者からのメッセージ：バッグ＆ラゲージメーカーのエース株式会社は、尾瀬の貴重な自然環境を守る環境
保護活動に協力させていただきたいとの思いから、スポーツバッグブランド「アウトドアスポーツ」の商品売
上の一部を尾瀬保護財団へ寄付させていただきました。今後も多くの人々が尾瀬の美しい自然を楽しみ、その
自然遺産が後生まで守り続けられることを心より願っております。




